
最期まで支えるためのケアとは最期まで支えるためのケアとは

令和７年11月28日

「訪問診療にはいつ切り替えればいいの」「どんなケアをしたら安心してもらえるの」
「見回りの時、急変していたらどうしよう…」といった看取りに対して不安を感じる
ことはありませんか。その不安が少しでも軽減されるよう、ケアのポイントや
関係者との連絡のタイミング、看取りの準備に関する内容などを日頃

看取りに携わる関係者から教えていただきます。

令和７年度　第 2回　秋田市在宅医療・介護連携セミナー

金

【主催】 秋田市在宅医療・介護連携センター（秋田市医師会）
【共催】 秋田市
【後援】 秋田市歯科医師会 /秋田県薬剤師会秋田中央支部 /秋田県看護協会 /
          秋田県リハビリテーション専門職協議会 /あきた中央医療連携実務者
          ネットワーク /秋田県中央地区介護支援専門員協会 /秋田市老人福祉
          施設連絡協議会 /秋田市地域包括・在宅介護支援センター連絡協議会 /
          秋田県社会福祉士会 /秋田県医療ソーシャルワーカー協会

【お問い合わせ】

※参加申込は裏面の申込書をご覧ください

（受付時間 9：00～ 17：00　土日・祝日除く）
TEL：018-827-3636　FAX：018-827-3614
E-mail：renkei-center@acma.or.jp

18：15
20：00日　時

講演１

講演２

会　場

定　員

秋田県JAビル８階　大会議室

60名　参加無料

講師　中村　順子 氏

介護職員　加藤　訓子 氏サ高住らいらっく外旭川
施設長　佐々木　真理 氏地域密着型特別養護老人ホームうぐいす城東

特定非営利活動法人 ホームホスピス秋田　理事長
ホームホスピス秋田　訪問看護ステーション／訪問介護事業所

看護・介護統括管理者

「最期まで支えるためのケアとは」

「施設での看取りに関する取り組み」

総　括
副会長　熊谷　肇秋田市医師会

「在宅医療を担う医師の立場から」　



令和7年度　第2回　秋田市在宅医療・介護連携セミナー　参加申込

１．FAX
必要事項をご記入のうえ、以下までお送りください。
FAX送信先：018－827－3614

２．web
右のQRコードからwebにアクセスし、必要事項を入力のうえ
送信してください。

※質問を受け付けております。質問がある方はご記入ください。

要・否

要・否

要・否

要・否

参加者氏名 所　　　属 職　　　種電 話 番 号 受講証明書

〈注意〉
○職種は保有資格ではなく業務上の職種をご記入ください。
○お申込みいただいた個人情報につきましては、本セミナーの受付など運営業務のために使用し、
　他の用途に使用することはありません。
○会場駐車場の混雑が予想されますので、できるだけお車に乗り合わせのうえお越しいただくか
　公共交通機関をご利用くださいますよう、ご協力お願いします。

申込期限　／　令和7年11月19日（水）


